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日本産褐藻フクロノリ属の一種の形態学的研究
Morphological Study of Colpomenia sp. (Phaeophyceae) in Japan 
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During early spring to early summer， Colpomenia sp. commonly occurs and sometimes dominates on the rocks in the upper to 
lower intertidal zones in Kanto District. Its thallus is strongly wrinkled in ext巴malappearance. Saunders (1898) reported a new 
Colpomenia species (仁 tuberculata)from the Pacific coast of Califomia， USA， which has the same shape as the Japanese one. 
However， his species has never been reported in Japan. In this study， Colpomenia sp. is described on morphological characters 
and life cycIe indetail， and is compared with the related species. Colpomenia sp. shows the direct咽typelife cycIe by not conjugated 
swarmers. Colpomenia sp. is similar to C. peregrina， both ofwhich occur sympatrically， on the thickness ofthallus and outline of a 
sorus of plurilocular sporangia. Judging from the cIear morphological differences and the sympatrical occurrence of Colpomenia sp 
and C. peregrina， it is possible that sexual segregation occurs between these two taxon. 
Key index words: Colpomenia， C.sinuosa， C.p巴regrina，Phaeophyceae， Morphological study 
(2010年 12月25日受理)
褐藻フクロノリ属 Colpomeni，αは，世界各地の亜寒
帯から亜熱帯にかけて分布している。本邦にはフクロ
ノリC.sinuosa，ウスカワフクロノリC.peregrina，ワ
タモC.bullosa，ホソクピワタモC.phaeodactylaの4
種が生育する。この属に共通する形態上の特徴として
挙げられるのは，配偶体の藻体が中空の袋状で，小型
で有色の細胞からなる皮層と，大型でーほぼ無色の細胞
からなる髄層で構成されることである O また，大型の
配偶体と小型で盤状の胞子体を繰り返す，異形世代交
代を行う。配偶体の生殖器官としては複子嚢を，胞子
体では単子嚢を形成するが，フクロノリとウスカワフ
クロノリの2種においては胞子体にも複子嚢を形成す
る。また配偶子が接合せず発生を開始する単為発生や
直接型の生活環も知られている。これまでのフクロノ
リ属藻類の国内外での研究例としては，ヒパマ夕日や
コンブ目などの産業に用いられている種に比べると少
ないものの，古くは Sauvageau(1927)， Clayton (1975) 
やWynne& Norris (1976)によってオーストラリアや
アメリカ合衆国カリフォルニア州産のものが，近年は
Kogame (1997) などにより北海道産の種や個体群が
研究されている。しかし関東地方での研究は多くない。
初春から初夏にかけて，関東地方近辺の潮間帯に，
藻体に著しい撤がある藻体が岩や他海藻上を這うよう
に生育している群落を見ることができる (Fig.2)。
凍結ミクロトームを用いて切片を作製し観察したとこ
ろ，その構造カか〉らフクロノリ属藻類の一種Cω01)令ワomel仰仰ni
sp.でで、あることがわかつた。 Saunders(1898)は米国太
平洋沿岸カリフォルニア州において，本種に類似した
形態を持つフクロノリ属藻類を仁 tuberculataとして
新種記載している。しかしこの種は本邦においてはこ
れまでに報告が無い。そこで本研究では，本種の分類
的な位置を決定することを目的とし，他種と形態を比
較した。また，本種の遊走子の培養による，生活環の
観察も行った。
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材料と方法
1 )材料
本研究に用いた試料は 2009年 7月"'-'2010年 6月
までの期間に，神奈川県横須賀市天神島，観音崎など
の地点にて磯採集を行ったものである (Fig.1)。採
集することができた種は Colpomeniasp.，フクロノ リ，
ウスカワフクロノ リ，形態が類似するカゴメノ リ属カ
ゴメノリ め;droclathrusclathratusである。採集した藻
体は水気を切り，ペーパータオルに包みチャック付袋
に入れ，保冷剤で冷やしながら研究室へ持ち帰った。
研究室では冷蔵庫にて保管した。実体顕微鏡を使用し
ながら，減菌海水を含ませた脱脂綿を藻体にこすりつ
け，表面の付着物を洗い落した。形態観察用に一部を
採取した後の残りの藻体は，押し葉標本として保存し
た。
2 )形態観察
藻体の外形，成熟藻体の表面観， 断面観を観察，記
録し，各部位の計測を行った。観察用に藻体の一部を
切り 出し， 10%海水ホルマリンで固定した。成熟し
た藻体の表面を実体顕微鏡 (OL刊t1PUSCK2)で観察
し，デジタルカメラで記録した。電子冷凍式凍結ミク
ロトー ム(大和光機工業株式会社 FX-80)を使用し
て，厚さ 15-30μmの切片を作製し，コットンブルー
で染色， 50%水あめで封入した永久プレパラ トー を
光学顕微鏡 (OLYMPUS落射蛍光顕微鏡 BX51-34)で
観察，デジタルカメラで記録した。さらに各計測部位
の計測を行った。
3 )生活環の観察
成熟藻体の内，2009年 7月に採集した個体の遊
走子の培養による，生活環の観察を行った。成熟藻
体の複子嚢斑が見られる部位を lcm2ほど切り出 し，
Ge02を添加した 2%PESI培地 (Tatewaki1966)中
に静置し，遊走子を放出させた。その後，ピペット洗
浄法を用いて遊走子を単離し，カバーガラスやスラ
イドガラス上に滴下し，数時間静置して基質に定着
させた。プラスチック製ペ トリ皿や腰高シャーレ中
に2%PESI培地を満たして 150C，14L:lODの条件下
で培養を行い，初期発生様式やその後の生長過程を光
学顕微鏡や実体顕微鏡で観察し，デジタルカメラで
記録した。その際，生長して厚みが増してきた場合，
Motic Images Plus 2.Sを用いて焦点を段階的に変えた
写真を複数枚撮影し， Motic Images Multi Focus Pro 1.0 
を使用して合成した。
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Fig. 1. Sampling sites. 
結果
1 )形態
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Colpomenia sp.，フクロノ リ，ウスカワフクロノ
リの形態観察の結果を Figs2-11で，この 3種と C
tuberculatα，カゴメノ リを含めた 5種の形態比較を
Table 1に示す。本種の藻体外形は多数の泡が集合し
たような嚢状で (Fig.2)，藻体の厚さは 48-192μmと，
同属他種と比較しても薄いことが分かつた (Tab.1)。
生殖器官である複子嚢の集まり，複子嚢斑は不定形で
(Fig. 5)，クチクラは複子嚢の発達段階の早期に剥離
している (Fig.8)。複子嚢最大長は 24μm。最大幅は
10μm。また複子嚢の聞に埋まるようにして存在する
アスコシス トが確認できた。
2)生活環
遊走子の培養 (Figs11-18)では，他の遊走子と接
合することなく 着底し，発芽した (Figs11-13)。そ
の後初めは線状に，後に仮根様糸を分枝して生長して
いき (Figs14， 15)，糸状体の上に袋状の藻体を複数
発生させた (Fig.16)。また約 200日後に表面に細か
な撒を発生させた (Figs17， 18)。
考察
本研究では関東近辺を主な採集地としており，様々
な地点で本種が確認された。さらに新潟県佐渡市でも
生育が確認されたことから，日本海を含め，全国的に
分布している可能性がある。
本種の形態は，藻体表面に著しい雛がより，嚢状に
なることを除けば，藻体が他種に比べて薄い，アスコ
シストが存在する，複子嚢斑の形状が不定形で被覆す
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Figs 2 -4. External appearance ofthali in three Colpomenia species. Scales: Icm. Figs 5 -7. Surface views ofmature thali. Scales: 
1 mm. Figs 8 -10. Cros sections of mature thali. Scales: I 00μm. 2，5，8. Colpomenia sp. 3， 6， 9. C.sinuosa. 4， 7，10. C.peregrina. 
Figs 11-18. Culture of Colpomenia sp. 1. Gam巴te. 12. A setled gamete. 13. One-day-old germling. 14. Thre巴ーdays-oldgermling. 
J 5. Filamentous thalus. 16. Smal saccate thalus. 17. Wrinkled saccate thalus. J 8.Mature saccate thalus. 
Scales : 11-14 ; 10mm， 15 ; 100μm，16;500μ111，17; Imm， 18; 5ml11. 
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Tab. 1. Morphological comparison of Colpomenia and Hydroclathrus species from Tenjin Island， Kannon-zaki (Kanagawa Pref. ) and 
Co伊omeniatuberculata Saunders (1898). 
Colpomenia sp. ウスカワフクロノリ フクロノリ C. tuberculata カゴメノリ
天神出産 観宵崎産 天神品産
2010.3.31 2010.6.14 2010.3.31 
部体の厚さ (μm) 56帽192 48-160 231-308 
皮屑細胞屑数(層) 2-3 1-3 1・3
髄屑細胞屑数(屑) 2・3 2-3 3-5 
複子蛍民大長 (μm) 22 24 35 
複f嚢最大幅 (μm) 10 7.6 4.6 
アスコシストの有無 O O O 
るクチクラが早期に剥離する， といったようにウスカ
ワフクロノリ (Figs4，7， 10)のものと共通している。
フクロノリ (Figs3， 6， 9)は藻体が比較的厚仁複
子嚢斑が褐藻毛の周りに円形に発達し (Fig.5)，被
覆するクチクラは遊走子の放出前まで長期にわたっ
て存在する (Fig.9)。ワタモやホソクピワタモは嚢
状の藻体の上に管状の藻体が直立する構造である。仁
tubercu/ataは藻体外形が本種に酷似するものの，藻体
の厚さが650-800μmと非常に厚い (Saunders1898)。
カゴメノリ属藻類は藻体に巻き込むような特徴的な開
孔があり，アスコシストが見られない。以上のように
他のフクロノリ属藻類やカゴメノリ属藻類の形態とは
明確に区別できる。
以上の結果から、本種はウスカワフクロノリと同種
だと考えられる。しかし，ウスカワフクロノリと本種
には雛の有無という形態的な差が見られるため，ごく
最近になって派生した本種がウスカワフクロノリと生
殖的な隔離を生じはじめている可能性が示唆された。
また，本種は配偶体から放出された遊走子が接合を
経ず、に配偶体へと生長する，直接型の生活環を観察で
きた。しかし個体によって複子嚢の幅が小さいものと
大きいものの2種類があるため，ウスカワフクロノリ
と同様に雌雄が存在する可能性が高い。この直接型の
生活環により，潮間帯で爆発的に個体数を増やし，優
占することが可能となっていると考えられる。
なお，本研究は文部科学省特別経費(大学の特性を
生かした多様な学術研究機能の充実・海洋生物多様性
に関する高精度モニタリングと影響評価)の助成を受
けたものである。
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